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写 真 解 説 

 

１　鉄地生花透鐔　1枚（作品リストNO.5） 
てつ じ せい か すかしつば

　　　銘 表「江州記内」　 
ごうしゅう き ない

　　　直径：8.3㎝　 

　　　江戸時代初期    
本館蔵（小笠原信夫氏寄贈資料） 

 

　梅の枝を桶に生けた文様を表した鉄地丸形鐔。地を裏まで彫

り抜いて文様を表す、透彫の技法が使われています。梅花は花
すかしぼり

弁の内側が彫り下げられ、立体的に表されています。梅の枝は

緩やかに垂れています。透彫で自然な曲線が表されている点に

 技術の高さがうかがえます。

　銘にある「記内」は、桃山から江戸時代初期に越前国を拠点
き ない

にした金工師一派です。本作はその初代の作と見られます。初

代記内は近江国から越前へ移住したと伝えられ、「江州記内」の

 銘を持つ本作は、記内が近江で制作していたことを裏付ける重要な資料です。

 

 

２　赤銅魚子地木瓜形高肉彫 橘 紋鐔・ 
しゃくどうなな こ じ もっこうがたたかにくぼりたちばなもんつば

　　赤銅魚子地喰出形高肉彫 橘 紋鐔　2枚（作品リストNO.7） 
しゃくどうなな こ じ はみだしがたたかにくぼりたちばなもんつば

（大）縦径：7.8cm　横径：7.8cm　　（小）縦径：5.4cm　横径：3.6cm 

江戸時代前期 

本館蔵（井伊家伝来資料） 

 

　井伊家初代直政（1561～1602）所用とされる黒漆塗大
なおまさ

小 拵 に附属する大小の鐔。大の鐔は木瓜形と呼ばれる、
こしらえ もっこうがた

鐔の中でも多く見られる形です。小の鐔は喰出形と呼ば
はみだしがた

れる形で、短刀拵に多く用いられます。大小ともに銅に

金や少量の銀を加えた合金である 赤 銅で作られていま
しゃくどう

す。井伊家の家紋である丸に橘紋は、地を彫下げて浮き

出させ、彫り下げた地には魚子と呼ばれる細かな粒状の
なな こ

模様を密に整然と表しています。小の鐔は、橘紋が側面

に表されており、丸みのある立体的な場所に彫りを施す

 という高度な技術が駆使されています。

　本作に表される橘紋は、他の井伊家伝来資料の多くに

見られる形と異なり、橘の実がふっくらと丸みを帯び、枝も柔らかくカーブしており、家紋が定型化する

 以前の形を示していると考えられます。

 

 

 

 

 

 

 



３　四分一地高肉彫葡萄栗鼠・枇杷栗鼠透大小鐔　2枚（作品リストNO.15） 
し ぶ いち じ たかにくぼり ぶ どう り す び わ り す すかしだいしょうつば

　　  銘（大）表「長州幸登図　石黒政常(花押)」

　　　  （小）表「長州幸登図　石黒政常(花押)」

　　 （大）直径：8.2cm　（小）直径：7.6cm　 

      江戸時代中～後期

　　  本館蔵（井伊家伝来資料）

 

　銅と銀の合金である四分一を地とし、大
し ぶ いち

は葡萄に栗鼠図、小は枇杷に栗鼠図を透彫
ぶ どう り す び わ すかしぼり

で表した鐔。高彫、毛彫の技術を用いて写
たかぼり け ぼり

実的に図様を表現しています。彫りの高低

差で前後の奥行きを表している点や栗鼠の

毛並みを細かな線を刻んで表している点に

 高い金工技術がうかがえます。

　銘から作者と判明する石黒政常は、江戸
いしぐろまさつね

時代後期に主に江戸で活躍した柳川派の門
やながわ

人で、本作のような写実的な表現を得意としました。また、銘に「長州幸登図」と記されることから、長

州萩藩毛利家お抱えの金工師である、中原幸登の図案を元に作られたことがわかります。 
ゆきたか

 

 

４　赤銅魚子地金覆輪高肉彫色絵武者合戦図大小鐔　2枚（作品リストNO.31） 
しゃくどうなな こ じ きんふくりんたかにくぼりいろ え む しゃかっせん ず だいしょうつば

 　　銘（大）表「藻柄子喜多河入道　宗典製(花押)」裏「江州彦根住」

 　　　（小）表「藻柄子入道宗典　行年七十三歳製之」裏「江州彦根住喜多川」

　　　（大）直径：8.2㎝　（小）直径：7.9㎝　 

　　　江戸時代中期 

本館蔵（井伊家伝来資料） 

 

　武者と鬼などの異形の者が戦いを繰り広

げている様を表した鐔。高彫の技法で人物

等の形態を浮き上がらせ、さらに色絵の技
いろ え

法で金と素銅色の色どりを加えています。
す あか

人物の表情や動き、馬の動きなどもそれぞ

れ異なっており、高い金工技術がうかがえ

 ます。

　銘に記されている喜多河宗典は、彦根の
き た がわそうてん

中薮に住んだとされる江戸時代中期の金工

師です。その鐔は、江戸を中心に全国で人気を博しました。宗典は、高彫で濃密な図を表す作風を得意と

 し、宗典派の作は彦根彫と呼ばれました。

 

 

 

 

 

 

 



５　 赤 銅地毛彫色絵象嵌波に蛸図・波に海獣図昼夜鐔　1枚（作品リストNO.38） 
しゃくどう じ け ぼりいろ え ぞうがんなみ たこ ず なみ かいじゆう ず ちゆう や つば

      銘  波に海獣図面「井関八左衛門作」

　　　縦径：8.7cm　横径：8.1cm 

 　　　江戸時代中～後期

 　　　本館蔵（井伊家伝来資料）

６　銀地毛彫色絵象嵌波に三日月図鐔　1枚（作品リストNO.39） 
ぎん じ け ぼりいろ え ぞうがんなみ み か づき ず つば

  　　銘  裏「月光美（花押）程乗」

　　　直径：7.0cm　 

     　江戸時代中～後期

 　　　本館蔵（井伊家伝来資料）

 

　井伊家12代直亮（1794～1850）所用と伝わる
なおあき

大小拵に附属する鐔。大の鐔は一方の面に金色絵
いろ え

地波に蛸図、もう一方の面に赤銅地に波に海獣

図を表した鐔です。両面ともに地に毛彫で波を、

象嵌で文様を表しています。本作のように鐔の

両面を対照的な色使いで表し、両面を表として

使用できる意匠のものは、昼夜鐔と呼ばれます。 
ちゅう や つば

　小の鐔は、銀地で波に三日月図を表していま

す。大の鐔と同じく毛彫で波を表し、右上に銀

 象嵌に金色絵を施して月を表しています。

　本作が附属する拵は、梅花皮鮫と呼ばれたエイの皮で作られた拵で
か い ら ぎ

す。同拵の目貫や縁にも魚、舟などの水辺にまつわる意匠が表されて
め ぬき ふち

 おり、全体が海にまつわる意匠で統一されています。

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　 

５ 赤銅地波に海獣図面
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